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司  会       中澤 信敏君 
開会点鐘       西澤 文登君 
斉  唱   「それでこそロータリー」 
委員会報告 
 
 
 
 
 
 
 ・20 周年記念事業実行委員会 
          柄澤  堯君 
 『講演会の日程と担当について』 
プログラム   
 ・会員卓話    西澤 文登君   

 
 
強運を味方に付けた真田昌幸     
              西澤文登君  

 お天気が不安定です。
暑くなったり寒かった
りで、体が忙しいですね。
いよいよ20周年記念講
演会の日が迫って来ま
した。みんなが健康で、
有終の美が飾れるよう

がんばりましょう。 
 今日は私の卓話ということで、後ほども

う一度演壇に立たせていただきますが、当
初予定していました真田と上田城下町とい
うテーマを変更して、「上田の大正時代」を
テーマに話させていただきます。今日の上
田は、沢山の人達の汗と涙、沢山の行動、
業績の上に成り立っています。上田は城下
町であり、真田昌幸が城下町の基礎をつく
りました。その後も時代の変遷と共に数々
の人がそれぞれの立場で関係し、活動し、
その結果上田の風土が形成され、上田人と
でも言うべき持ち味がある住民性が作られ
てきました。その中で、大正時代の上田の
人達が今日の上田の形成に大きく寄与して
いると思うのです。これは卓話で私の考え
るところを述べたいと思います。 
 城下町上田の外形を設計したのは真田昌
幸です。真田昌幸という武将はとても強い
武将でした。また頭もよく、先の読める武
将でした。それともう一つ、実に運のよい
人だったと思います。相手方の都合で 3 度
も窮地を脱しています。1 度目は昌幸が徳
川家康の支援を受けてこの地に城を築き始
めた天正 11 年 （1583 年）です。対する上
杉景勝の勢力は隣の坂城まで及んでいまし
た。景勝は築城を阻止しようと大軍を虚空
蔵山に集結させました。いざ攻撃にかかろ
うとした時に麻績に反乱が起こり、急遽そ
の大軍を麻績に向けたのです。上杉の大軍
と真田昌幸軍が激突していたら築城はおろ
か真田本体がどうなっていたかわかりませ
ん。 
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 2 度目はご存知天正 13 年（1585 年）、
第 1 次上田合戦の時です。確かに緒戦は昌
幸の智略により真田軍が大勝利を収めます
が、これで徳川の大軍は撤退したわけでは
ありません。八重原の地で陣を立て直し、
真田軍と小競り合いを繰り返しながら援軍
を待っていたのです。徳川家康は実際援軍
を約束しています。ところが、どういうわ
けか徳川軍は突然陣を引き払い撤退してし
まったのです。家康の側近中の側近、石川
数正が豊臣秀吉方に寝返ったからだと言わ
れています。近年それだけが原因ではない
という説が出て来ましたが、いずれにして
も家康はこの時、真田への攻撃を中止した
わけです。 
 3 度目は第 2 次上田合戦、慶長 5 年 （1600
年）です。徳川秀忠は 3 万 8 千人といわれ
る徳川譜代の武将軍団を率いて真田退治に
やって来ました。俗に上方に行く途中、旅
の駄賃に、煮え湯を飲まされている真田を
たたいておこうと上田に攻めて来たのだと
言われていますが、実際は上田を責めるの
が初めからの計画だったということが近年
わかって来ました。この時も徳川軍は昌幸
の策謀で、小競り合いはあったものの本格
的な攻撃にかかれないでいました。そうこ
うしている内に上方の情勢が風雲急を告げ
てきてしまい、家康は秀忠に「上田攻めを
止めて、そのまま上方に急行せよ」という
指令を出します。秀忠軍は関ヶ原には間に
合いませんでしたが、ご存知の通り東軍が
勝利しました。ですが、西軍に味方した昌
幸の上田は大きな戦禍にさらされないで済
みました。いかに真田昌幸が智将で真田軍
が勇猛であろうとも、わずか 2,500 人と言
われる軍勢では 3 万 8 千人の本格攻撃には
耐えきれなかったのではないでしょうか。 
 関ヶ原以後昌幸は信繁（幸村）と共に高
野山に追放され、慶長 16 年 （1611 年）九
度山でその生涯を閉じますが、その名を天
下に残しました。真田ファンには叱られる
かも知れませんが、真田昌幸は強運を味方
に付けた武将だったと私は思います。運も
強さの大切な要素なのです。 

 
 
 
 

松澤 一志君 
1. 桐生赤城 RC 様より 
   ・式典出席の御礼 
恵送 
1. 東御 RC 様・・・・会報 
全会員配布物 
1. 当クラブ会報 第 941 号 

 
 
 
 
 

生川 秀樹君 

 ベース 欠席 メイク 出 席 率 
本 日 19 5 - 73.68％ 
前々回 21 3 0 85.71% 

西澤文登君 いよいよ 20 周年記念事業の
講演会の日が迫って来ました。
有終の美を飾りましょう！ 

大久保昌宏君 記念講演会ぜひ良いものに
して参りましょう。よろしく
お願いいたします。 

中沢利樹男君 山極先生の講演会、準備し
っかりしましょう。 

松澤一志君 西澤会長、本日はよろしくお
願いします。 

水野泰雄君 会長、今日はよろしくお願い
します。 

宮澤広一君 西澤会長の卓話楽しみです。
残りわずかですね！ 

肥田野秀知君 笠原 一洋君 

北村 久文君 中澤 信敏君 

生川 秀樹君 斉藤惠理子君 



 

 

第 942回例会 2017年 6 月 13日 

 
 

 会員卓話  西澤 文登君 
上田の大正ロマン           

 近代の上田にとって大
正時代は非常に大切な時
期でした。全国的にも大
正デモクラシーと呼ばれ
るように新しい考えが庶
民の中に入り、一般大衆が政治体制や社会
体制を動かすまでになりました。大正期は
わずか 14 年間ですが、上田はその短い期間
に水道、鉄道、道路などの建設が進み、近
代的な都市に変貌を遂げて行きました。上
田町から上田市になりましたし、繭、生糸
も高く売れ、産業・経済の発展を背景に、
優れた教育、文化、芸術の発祥の地にもな
りました。山本 鼎が提唱した児童自由画
教育運動、併せて始められた農民美術、金
井 正、山越脩蔵等が始めた上田自由大学
など、大正時代に創始された教育・ 
文化の精神は現在も市民の中に脈々と生き
ています。 
 この時代に建設された大正ロマンあふれ
る建物が市内の随所に見られます。主な建
造物を紹介してみたいと思います。 
ご存知 「みすず飴」の飯島商店の店舗です。

大正 13 年建造。木造 3 階建て、壁面に砕
石を塗り、目地を付けているので石張りに
見えます。エントランスの三角は現社長の
母校 ・京都大学楽友会館を模したそうです。
2 度の道路拡幅に際しても建物全体を浮か
せて移動させる曳き家を行って原形を崩さ
ない工夫が なされ ました。縦 長の窓 に    
雰囲気を感じます。 
 
鷹匠町から南に 100ｍほど入った所にある

伊藤家の母屋です。普通の住居より階高を
高くし、スマートな特徴ある建物ですが、
これはシアトル在住の経験を持つ現当主の
お祖母様の設計だそうです。造作は秋田杉
の丸材を 1 年間水につけたものや、階段の
手すりの曲線を出すために一山買って適材
を見つけるなどのご苦労があったというこ
とです。大正 12 年建造です。家の前の小道
に見事な亀甲積みの石垣を見ることができ
ます。 
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常田の毘沙門堂の東奥にあります。現在玉
木氏のお住まいですが、10 年ほど前まで草
間歯科医院になっていました。そもそも大
正 12 年に当時内科医をされていた長峰時
次郎氏が建てられました。外壁はイギリス
下見板張りというのだそうです。１階と 2
階の間のパネルに特徴がありますが、スタ
ッコ仕上げというのだそうです。 
 
上田商工会議所向かいの上田新参町教会で
す。礼拝堂は大正元年、カナダ・メソジス
ト教会によって連歌町に建てられ、昭和１
０年に現在地に移されました。その際礼拝
堂は解体移築され、尖塔は新しく造られた
とのことです。尖塔アーチの縦窓が何とも
言えない軽快さで、思わず楽しくなります。 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

松高眼科医院大正館(大正 4 年) 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 

旧上田蚕都館(大正 8 年頃) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

信大繊維学部守衛所(大正年間) 
 

上田蚕種株式会社（大正６年） 


